
（1）特定非営利活動に関する事業

内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の範囲

受益者の
人数

①文化財保存技
術の研究開発

文化庁補助事業「津波により被災した
文化財の保存修復技術の構築と専門
機関の連携に関するプロジェクト」への協
力 事務処理協力 通年

沖縄県石垣島、東京藝術大学
他

職員　1名
スタッフ　3名

日本博物館協会所属館学芸員
一般社会 不特定多数 本部

文化財保存修復専門家養成実践セミ
ナー（レベルⅠ・Bコース）

専門家を目指す学生、若手技術者を対象と
した、文化財の保存修復全般にわたる実践
的セミナー。

28年8月29日～9月8
日
（全10日間）

東京国立博物館小講堂他
受講生23名
講師　16名
スタッフ　5名

・文化財保存修復の専門家を目指す若手技術者及
び学生 23名 本部

文化財危機管理セミナー～文化財保存
修復専門家養成実践セミナー（レベル
Ⅱ・Aコース）として～

レベルⅠ修了生と被災地の文化財保存従事
者を対象に、文化財の危機管理について学
ぶ実践的セミナー。実習を中心にしている。

28年8月4日～8月10
日

東北芸術工科大学　文化財保
存修復研究センター

受講生9名
東北芸術工科大学生
6名
講師　約15名
スタッフ　3名

・文化財保存修復の専門家を目指す若手技術者及
び学生
・被災区域の文化財保存従事者
・東北芸術工科大学生 15名 本部

2016亜太地区宗教遺産保存修復検討
会へ講師派遣

台南におけるシンポジウムに理事長が招聘さ
れ、参加

28年11月29日～12月
3日

国立台南藝術大学（台南嘉
義）、仏陀紀念館（高雄） 2名

・台湾文化財関係者
・台南芸術大学学生 7～80名 本部

例会「刀剣鑑賞ことはじめ」 実際の刀剣を手に取って鑑賞の仕方を学ぶ 東京国立博物館黒田記念館
講師　1名
スタッフ　4名 会員、一般市民 15名 本部

田川市山本作兵衛コレクションデジタル
データレプリカ作成

記憶遺産に認定された福岡県田川市の山本
作兵衛作品のレプリカ作成のコーディネート 通年 便利堂/その他

外部協力者　数名
会員　1名 田川市、一般市民 不特定多数 関西支部

人材派遣
二条城襖絵修復作業の内、補彩の技術者
派遣 通年 二条城内修理室 会員1名 国宝修理装潢師連盟、一般社会 不特定多数 関西支部

京都府庁行政文書調査支援 京都府の行政文書を調査
２８年７月２６日〜12
月？ 京都国立博物館内作業室

会員1名/学生会員数
名 不特定多数 関西支部

関西大学セミナー教材作成
関西大学で行っている保存修復セミナーの教
材を作成

２９年２月１４日〜２１
日 京都造形芸術大学

会員1名
学生会員1名 関西大学、セミナー受講生 約２０名 関西支部

伝大浦天主堂関係ガラス保全処置
（次年度事業用予備実験等） 破損ガラスの保存修復処置のための実験等通年 京都造形芸術大学

会員１名
学生会員４名 天草キリシタン館、所有者、観覧者等 不特定多数 関西支部

「大風子酸カルチウム」ガラス薬びん
保存処置業務 割れたガラス瓶の接合修復 29年2月23日〜3月26日京都造形芸術大学 会員2名 本渡歴史民俗資料館、観覧者等 不特定多数 関西支部

国史跡頼山陽書斎山紫水明処　障子
の張替え 障子の張り替え 28年2月28日〜3月12日

頼山陽書斎山紫水明処／京都
造形芸術大学

会員１名
学生会員１名 所有者、観覧者等 不特定多数 関西支部

③災害救援活動

東日本大震災被災文化財救援事業
陸前高田市立博物館所蔵被災民俗文化財
実測修理業務

28年4月29日～29年3
月31日

陸前高田市立博物館、会員の
自宅 4名+大学学生 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数 本部

東日本大震災被災文化財救援事業
陸前高田市立博物館所蔵被災書跡資料修
理業務＜71点＞

28年4月29日～29年3
月31日

陸前高田市仮設被災文化財保
存修復施設（岩手県立博物館
内）、都内会員工房 約10名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数 本部

東日本大震災被災文化財救援事業

陸前高田市立博物館所蔵被災美術資料安
定化処理及び修理業務（水彩画・版画48点
／油彩画1点）

28年4月29日～29年3
月31日

陸前高田市仮設被災文化財保
存修復施設（岩手県立博物館
内）、都内JCP工房 3名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数 本部

東日本大震災被災文化財救援事業
陸前高田市立博物館所蔵被災地籍図安定
化処理及び修理業務＜32点＞

28年4月29日～29年3
月31日 京都国立博物館内国宝修理所 約10名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数 本部

東日本大震災被災文化財救援事業
陸前高田市立博物館所蔵被災絵図資料修
理業務＜37点＞

28年4月28日～29年3
月31日 岩手県立博物館内 4名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数 本部

東日本大震災被災文化財救援事業
陸前高田市立博物館所蔵被災写真資料調
査＜170点＞

29年2月28日～3月1
日 陸前高田市立博物館 2名 陸前高田市立博物館及び陸前高田市市民 不特定多数 本部

東日本大震災被災文化財救援事業
宮城県亘理町被災資料　江戸清吉コレク
ション短冊帖＜173紙＞

28年4月27日～29年3
月31日 都内会員の工房 3名 宮城県亘理町郷土資料館及び亘理町町民 不特定多数 本部

災害時の被災情報収集受付システム構
築経費 熊本地震の対応の為 通年 九州国立博物館内 1〜２名 被災所有者、当該資料利用者等 不特定多数 関西支部

被災文化財救援事業 東日本大震災被災資料他、応急処置 通年 京都造形芸術大学
2名+学生会員数名＋
ボランティア 被災所有者、当該資料利用者等 不特定多数 関西支部

平成２８度特定非営利活動に係わる事業報告

平成２８年４月１日から　平成２９年３月３１日まで　
　　　　　           　特定非営利活動法人　文化財保存支援機構

事業名

②文化財保存修
理専門家の養成,
研修事業



（2）その他目的を達成するために必要な事業
内容 実施日時 実施場所 従事者の人数

受益対象者の範囲
受益者の

人数

情報の発信
ニュースレター発行 季刊誌「NPO JCP NEWS」No.32発行 通期 当機構事務局 ４人 会員、文化財関連団体 不特定多数 本部

芸工展への参加

谷中地区の文化祭芸工展に、修復技術者
の仲間と共に出展。主に東日本大震災への
対応と人材派遣の仕組みについて発表。 10月 平櫛田中邸（谷中）

職員　2名
スタッフ　2名

一般市民 不特定多数 本部

その他

文化財保存修復学会運営協力
文化財の保存修復専門家が多数所属する
学会の運営協力支援 通年

事務局　3名
スタッフ　2名 学会員 学会員約1,000名 本部

文化財保存修復学会大会運営協力 文化財保存修復学会大会の運営支援 ６月２５、２６日 東海大学 学会員
学会員約1,000名
一般社会 九州支部

HPの改訂、更新

HPを開設してから5年を経過し、リース契約の
更新に伴い、デザインを一新して公開した。デ
ザインは現在主流のワイドモニターに対応し、
寄附を集めやすいNGO方式のデザインを参考
にした。JCPへの参加の仕方についても分かり
やすく理解できるよう工夫を凝らした。 平成27年10月～12月 当機構事務所

事務局　1名
スタッフ　1名

一般市民 不特定多数 本部

セミナー履修者へのアンケート調査

今までのセミナー受講経験者の現在の就業
状況などをアンケート。セミナーの効果を探ると
共に、将来的な同窓会計画に資する。

通期
本部事務所

職員　1名
スタッフ　1名

セミナー受講生 約150名 本部

各種依頼、相談受
付、技術者紹介等

・公的施設　4件
・個人　1件
・協賛依頼　1件
・その他　2件

専門家を紹介して欲しい、というメール、電話
での相談に対応。

随時 当機構事務局 専門家,工房など数件 相談者 8件 本部

事業名


